
使
用
料
は
重
量
・
距
離
の
み
を
基
準
と
し
た
。
同
法
に
は
従
事
日
数
、
車
舟
の

牛
・
夫
の
数
、
或
は
総
迭
の
遅
速
等
に
よ
り
諸
脚
を
高
下
す
る
考
え
方
は
み
ら

れ
な
い
。
最
も
高
く
つ
い
た
の
は
車
還
、
最
も
安
債
で
あ
っ
た
の
は
諸
水
沿
流

の
船
還
で
あ
っ
た
。
ま
た
黄
河
沢
流
は
負
般
・
駄
運
よ
り
高
く
つ
い
て
い
た
。

唐
後
半
に
至
っ
て
も
運
賃
法
は
改
め
ら
れ
ず
、
官
脚
は
民
関
の
私
脚
よ
り
は
る

か
に
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
市
債
よ
り
数
倍
高
い
虚
佑
計
算
の
絹
烏
を

支
携
い
に
営
て
、
運
賃
を
不
嘗
に
安
く
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。

カ
イ
ク
バ

l
ド
の
時
代

井

鋼

造

谷
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ア
ラ
l
ウ
ッ
デ
ィ

1
γ

・
カ
イ
ク
パ

l
ド
I
世
(
在
位
一
二
二

0
1三
七
)

の
時
代
は
ル

1
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
(
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
)
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
ス
ル
タ
l
ン
の
時
代
ル
l
ム
・サ
ル
タ
ナ
ト
が

謝
外
的
に
積
極
的
な
軍
事
行
動
を
展
開
し
、
か
っ
そ
れ
ら
を
支
援
す
べ
き
圏
内

獄
況
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
ル
ー
ム

・サ

ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
に
関
わ

る
最
も
重
要
な
線
本
史
料
で
あ
る
イ
プ
ン
・
ピ
1
ピ

l
の
著
作
に
は
カ
イ
グ
パ

l
ド
時
代
の
三
つ
の
主
要
な
軍
事
行
動
と
し
て
、
東
部
ア
ナ
ト
リ
ア
を
め
ぐ
る

ア
イ
ユ

I
プ
朝
諸
王
と
の
封
載
、
ク
リ
ミ
ア
牢
島
の
港
市
ス
グ
ダ
ク
へ
の
渡
海

遠
征
、
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

1
、
ジ
ャ
ラ
l
ル
ッ
デ
ィ
l
ン
と
の
針
決
が
暴
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
褒
表
で
は
こ
れ
ら
の
軍
事
行
動
の
具
僅
的
な
扶
況
を
明
ら
か
に
す

る
と
共
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
カ
イ
ク
パ

I
ド
の
針
外
的
な
基
本
姿
勢
と
ル
ー

ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
置
か
れ
て
い
た
歴
史
獄
況
を
考
え
て
み
た
い
。

カ
イ
ク
パ

l
ド
の
軍
事
行
動
は
主
と
じ
て
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ジ
ャ
ズ
ィ
l
ラ
等

の
東
部
溢
境
へ
向
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
大
セ
ル
ジ
ュ

F
朝
領
土
へ

の
接
近
を
圃
る
こ
と
に
よ
り
セ
ル
ジ
ュ
ク
家
の
西
ア
ジ
ア
支
配
の
復
活
を
企
圃

し
、
同
時
に
東
西
安
通
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
意
圃
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
小
ア
ル
メ
エ
ア
(
キ
リ
キ
ア
)
及
び
ク
リ
ミ
ア
へ
の
遠
征
は
地
中

海
、
黒
海
を
介
し
た
南
北
貿
易
路
の
確
保
を
目
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
積
極
的
な
封
外
姿
勢
の
成
功
と
領
域
の
抜
大
に
よ
っ
て
「
ウ
ル
グ
・
カ

イ
ク
パ

l
ド
」
の
時
代
に
は
来
た
る
べ
き
モ
ン
ゴ
ル
軍
侵
攻
の
脅
威
を
逃
れ
た

人
々
が
多
く
ル

1
ム
へ
避
難
し
て
来
た
。
ベ
ル
シ
ア
文
皐
史
上
最
も
有
名
な
神

秘
主
義
詩
人
の

一
人
で
、
ル
ー
ム

・サ
ル
タ
ナ
ト
の
園
都
コ
ユ
ヤ
に
メ
ヴ
レ
ヴ

ィ
l
数
圏
を
創
設
し
た
ジ
ャ
ラ
I
ル
ッ
デ
ィ

1
ン
・
ル

I
ミ
ー
も
そ
う
し
た
人

々
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
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マ
ム
ル

l
ク
朝
ス
ル
ータ
l
ン
・

ア
ル
H

マ
リ
ク
ル
日
ム
ア
イ
ヤ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
時
代

(
八
一
五
|
二
四
/
一
四
一
一
一
|
一
一
一
年
)
に
つ
い
て

|
|
プ
ル
ジ
l

・
マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
の

改
革
・
の
一
例
と
し
て
|
|

菊

池

忠

京電

プ
ル
ジ
l

・
マ
ム
ル
l
ク
朝
第
五
代
ス
ル
タ
1
ン
の
ム
ア
イ
ヤ
ド

・
シ
ャ
イ

フ
は
、
第
一
代
ス
ル
タ
1
ン
・
パ
ル
ク
l
p
の
マ
ム
ル

l
p
で
ス
ル
タ
l
ン
に

な
っ
た
も
の
の
一
人
で
、
ア
ル
“
ァ
シ
ュ
ラ
フ
・
パ
ル
ス
パ

I
イ
(
八
二
五
|
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四
一
/
一
四
二
二
|
三
八
)
と
並
ん
で
こ
の
王
朝
の
第
一
世
代
を
代
表
す
る
ス

ル
タ
l
ン
で
あ
っ
た
。
シ
リ
ア
に
お
け
る
反
乱
の
中
か
ら
勢
力
を
伸
ば
し
ス
ル

タ
l
ン
在
位
中
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
シ
リ
ア
方
面
へ
の
遠
征
を
行
う
と
と
も

に
様
々
な
内
政
改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
が
蔓
延
し
て
祉
曾
不
安
が
増

大
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
於
て
も
、
こ
の
時
代
の
い
く
つ
か
の
特
徴
に
就
い
て

は
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
全
慢
と
し
て
の
考
察
は
、
岬
局
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。本

報
告
で
は
、
カ
イ
ロ
に
お
い
て
今
タ
ス
ィ
プ
(
市
場
監
督
官
〉
の
職
務

を
自
ら
行
な
う
と
と
も
に
、
ま
た
、
こ
の
行
政
織
に
マ
ム
ル

1
ク
を
任
命
し
た

こ
と
、
ま
た
ハ
ナ
フ
ィ

I
波
や
ス
l
フ
ィ
l
に
謝
す
る
優
遇
な
ど
後
の
時
代
に

影
響
を
奥
え
た
施
策
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
イ
プ
ン
・
タ

グ
リ
1
ピ
ル
デ
ィ
ー
を
始
め
と
す
る
年
代
記
の
蛍
該
時
代
の
叙
述
内
容
を
比
較

し
て
そ
の
特
色
を
述
べ
た
い
。

後
期
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る

イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
圏
上
層
部
の
昇
準
過
程
に
つ
い
て

鈴

木

董

中
東
の
イ
ス
ラ
ム
諸
図
家
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
二
元
的
構
成
が
、
特
徴
的

に
見
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
軍
隊
は
、
君
主
と
同
民
族
出
身
の
自
由

民
か
ら
な
る
軍
隊
と
、
異
民
族
出
身
の
奴
隷
軍
人
か
ら
な
る
軍
隊
と
か
ら
構
成

せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
元
性
は
、

ム
ス
リ
ム

・
ト
ル
コ
系
の
戦
士
逮
に
淵
源
を
有
す
る
テ
ィ
マ

1
ル
制
軍
隊
と
、

キ
リ
ス
ト
数
徒
出
身
の
改
宗
奴
隷
か
ら
な
る
カ
プ
タ
ル
軍
闘
と
し
て
見
い
出
さ

れ
る
。カ

プ
ク
ル
軍
園
の
中
按
を
な
す
の
は
、
歩
兵
軍
圏
た
る
イ
ェ
ユ
チ
ェ
リ
軍
国

で
あ
っ
た
。
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
国
は
、
オ
ス
マ
ン
史
上
、
軍
事
的
の
み
な
ら
ず

政
治
的
に
も
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
二
ハ
世
紀
後
半
以

降
の
後
期
オ
ス
マ
ン
朝
の
政
治
過
程
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
政
治
的
に
決
定

的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
軍
圏
の
長
官
た
る
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
・
ア
l
ス
ィ
を
頂
黙
と

す
る
軍
圏
上
層
部
の
構
成
と
昇
進
に
つ
い
て
、
法
令
集
成
・
政
論
書
・
年
代
記

を
主
た
る
材
料
と
し
つ
つ
、
検
討
を
加
え
、
ィ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
園
上
層
部
の
性

格
と
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
寧
園
が
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
組
織
内
の
昇
準
過
程
全
世

の
中
に
占
め
た
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
闘
の
政

治
的
一
意
義
の
獲
濯
の
一
端
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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清
初
に
お
け
る
嘗
明
朝
の
王
府
荘
回

佐

藤

文

俊

各
地
に
分
封
さ
れ
屠
大
な
数
値
と
な
っ
た
明
の
諸
王
の
存
立
基
盤
は
、
明
末

農
民
反
乱
に
よ
り
一
掃
さ
れ
た
。
清
朝
は
反
清
行
動
を
と
る
朱
氏
を
討
滅
し
、

「
投
誠
」
者
は
生
存
を
保
一
読
す
る
と
共
に
、
軍
制
捻
出
の
急
務
か
ら
明
中
期
以

降
、
王
府
・
勅
戚
が
集
積
し
た
莫
犬
な
財
産
に
注
目
し
た
。
王
府
瑳
回
は
「
興

債
」
・
「
租
回
」
の
二
方
法
で
慮
理
さ
れ
た
が
、
特
に
前
者
に
カ
貼
を
お
き
民
田


